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廃
止
に
す
る

　
そ
の
日
ま
で
た
た
か
う
！

廃
止
に
す
る

　
そ
の
日
ま
で
た
た
か
う
！

　

参
議
院
で
、
戦
争
法
案
の
審
議
が
大
詰
め
を
む
か
え

て
い
る
９
月
10
日
、
一
戸
支
部
と
南
光
支
部
で
「
戦
争

法
案
」
の
学
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

南光支部

一戸支部

　
「
誰
も
戦
争
に
行
か
せ
な

い
！
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未

来
を
！
」
と
「
ス
ト
ッ
プ
戦
争

法
案
！
９
・
12
岩
手
県
民
集

会
」
が
９
月
12
日
、
盛
岡
市
岩

手
公
園
広
場
で
開
催
さ
れ
県
内

各
地
か
ら
二
千
名
が
結
集
し
ま

し
た
。
主
催
は
県
医
労
を
含
む

１
１
６
の
団
体

に
よ
る
実
行
委

員
会
と
、
岩
手

弁
護
士
会
の
共

催
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

集
会
で
は
、

天
台
寺
名
誉
住

職
の
瀬
戸
内
寂

聴
さ
ん
の
「
岩

手
県
の
皆
さ

ん
、『
戦
争
法

案
』
反
対
の
た

め
に
力
を
合
わ

せ
、
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
る
と

会
場
は
、「
わ
～
！
」
と
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
戦
争
法
案
反

対
ス
ピ
ー
チ
で
は
、若
者
、女
性
、

学
者
、
学
生
、
農
民
・
生
産
者
、

地
域
、
宗
教
者
な
ど
８
名
の
発

言
と
民
主
党
、
生
活
の
党
、
共

産
党
、
社
民
党
代
表
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
釜
石
市
平

和
委
員
会
代
表
で
県
医
労
釜
石

支
部
の
○
○
さ
ん
は
、
会
の
活

動
や
釜
石
艦
砲
射
撃
の
実
相
と

平
和
へ
の
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

会
場
で
は
、時
折「
ん
だ
ん
だ
！
」

「
そ
う
だ
！
」
の
相
づ
ち
や
拍
手

が
お
こ
り
、
共
感
と
決
意
、
明

る
さ
の
感
じ
ら
れ
る
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
廃
案
に
す
る
そ

の
日
ま
で
た
た
か
い
つ
づ
け
ま

集会後のデモ行進

す
」
の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
県
医
労
女
性
部
は

山
形
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
日
。

参
加
者
24
名
は
、
日
本
医
労
連

が
提
起
し
て
い
る
「
い
の
ち
守

る
医
療
・
介
護
・
福
祉
労
働
者

は
『
戦
争
法
案
』
に
反
対
で
す
」

の
決
議
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
「
戦
争
法
案
強
行
す
る
な
」

の
声
は
、
国
会
周
辺
で
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
各
地
で
大

き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。
盛
岡
で

は
、
14
日
か
ら
岩
手
県
庁
前
座

り
込
み
行
動
、
17
日
緊
急
デ
モ

（
７
０
０
名
参
加
）等
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

憲
法
違
反
の
法
律
は
、
そ
も

そ
も
無
効
で
す
。
こ
の
間
の
暴

挙
を
決
し
て
許
さ
ず
忘
れ
ず
、

「
民
主
主
義
守
れ
、
戦
争
法
絶

対
廃
止
」
の
声
を
強
め
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ッ
プ
！
戦
争
法
案
９
・
12  

岩
手
県
民
集
会
に
２
０
０
０
人

ストップ！  戦争法案 支部学習会
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岩手医労連第68回定期大会

特別決議が満場一致で採択される

る
中
で
、
闘
い
の
連
帯
と
激
励

が
あ
り
ま
し
た
。

　

○
○
○
書
記
長
の
運
動
方
針

の
提
案
に
対
し
、
討
論
で
は
各

単
組
か
ら
「
ス
ト
を
配
置
し
、

春
闘
で
は
特
別
昇
給
を
実
現
し

た
」「
人
手
不
足
の
中
で
、
病

棟
が
再
編
さ
れ
、
10
回
夜
勤
も

発
生
し
て
い
る
」「
14
年
ぶ
り

に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
１
０
０
０
円

を
実
現
し
た
」「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

休
暇
の
改
善
、
調
理
師
の
正
規

採
用
を
さ
せ
た
」
な
ど
取
り
組

　

岩
手
医
労
連
第
68
回
定
期
大

会
が
、
８
月
29
～
30
日
、
盛
岡

市
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
愛
真

館
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、「
戦

争
す
る
国
」
阻
止
、
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る

運
動
方
針
と
、
新
た
な
役
員
体

制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
日
本
医
労
連
の

松
本
副
委
員
長
、
い
わ
て
労
連

議
長
、
日
本
共
産
党
が
来
賓
と

し
て
挨
拶
。
国
会
で
憲
法
違
反

の
「
戦
争
法
案
」
が
審
議
さ
れ

み
の
成
果
や
職
場
で
の
問
題
な

ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
県
医
労

か
ら
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
改
善

や
支
部
で
の
「
始
業
前
残
業
を

書
こ
う
」
の
取
り
組
み
、
地
域

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
、

地
域
医
療
を
守
る
運
動
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
の
協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
は
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
、
秋
闘
で
の
産
別
ス
ト

権
を
代
議
員
の
投
票
で
確
立
し

ま
し
た
。
ま
た
特
別
決
議（「
戦

争
法
案
を
阻
止
し
、
平
和
憲
法

を
守
ろ
う
！
ふ
た
た
び
白
衣
を

戦
場
の
血
で
汚（
け
が
）さ
な

い
」）を
あ
げ
、
満
場
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
で
３
年
目
と
な

る
「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署

名
」
の
最
終
年
の
取
り
組
み
と

し
て
、
一
人
で
20
筆
以
上
署

名
を
集
約
し
た
組
合
員（
先
着

１
０
０
名
）に
ク
オ
カ
ー
ド
を

進
呈
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。　

９条壊すな 戦争反対
特別決議を満場一致で採択

　７月以降、宮古支部では「衛生委員会
での超過勤務報告の少なさ、日勤者が８
時前にほぼ出勤している状態」を目の当
たりにして、サービス労働の解消、削減
をめざし支部をあげて取り組みを始めま
した。執行委員会で役員の意思統一をし、
事前に労基法の説明や増員のためには「超
過勤務の正しい請求」が必要であること
を訴えたチラシを分会へ配り、声かけを
行い、８月10日から「超勤正しく請求キャ
ンペーン」をスタートさせました。開始
後キャンペーン用チラシの掲示を病院側
より「はがせ」と言われたり、超勤を書
いたスタッフに対し、個人的な圧力がか
けられています。今大事なことは、どう
すれば働きやすい職場・いき生き働き続
けられる職場になるかを考えることでは
ないでしょうか。病院当局のスタッフを
ねぎらう姿勢が問われています。

「超勤正しく請求キャンペーン！！」始動
宮古病院支部で８月10日から
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９
月
２
日
～
３
日
、
２
０
１
５

年
看
護
要
求
実
現
全
国
交
流
集

会
を
新
潟
県
・
越
後
湯
沢
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
秋
「
い
の
ち
ま

も
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
の
決

起
集
会
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
の
集
会
に
は
６
全
国
組

合
38
県
医
労
連
、
２
２
１
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら

４
名
の
参
加
で
し
た
。

　

１
日
目
は
日
本
赤
十
字
看
護

大
学
の
川
嶋
み
ど
り
さ
ん
が

「
い
の
ち
と
く
ら
し
と
平
和
を

守
る
専
門
職
と
し
て
の
看
護
だ

か
ら
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。

　

川
嶋
さ
ん
は
、
戦
争
中
に
は

医
療
が
人
体
実
験
に
使
わ
れ
、

看
護
師
が
傷
病
兵
の
安
楽
死
を

手
伝
わ
さ
れ
た
事
な
ど
を
紹

介
。「
戦
争
だ
け
は
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
、
平
和
で
な
け

れ
ば
人
間
の
尊
厳
は
守
ら
れ
な

い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
て
、
看
護
師
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
五
感
と
手
を

用
い
た
ケ
ア
を
持
ち
続
け
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
二
度
と
戦
場
の
血

で
白
衣
を
汚
さ
な
い
た
め
に
、

「
戦
争
法
案
」
を
廃
案
に
す
る

行
動
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強

く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
署
名
や
自

治
体
請
願
を
は
じ
め
と
し
て

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
で
の
取
り
組

み
を
全
国
で
成
功
さ
せ
、
夜
勤

改
善
・
大
幅
増
員
の
実
現
を
さ

せ
よ
う
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
の
署

名
活
動
が
３
年
目
に
入
り
ま
し

た
が
、
他
県
の
取
り
組
み
状
況

を
知
り
、
県
医
労
は
ま
だ
ま
だ

遅
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

署
名
集
約
「
０（
ゼ
ロ
）」
の

支
部
を
な
く
す
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を

参
加
し
て
学
ん
で
来
ま
し
た
。

　

一
筆
の
署
名
の
積
み
重
ね
が
、

政
治
を
動
か
す
力
に
な
る
こ
と

を
組
合
の
仲
間
に
理
解
し
て
も

ら
い
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
内
藤
）

講師の川嶋みどりさん

一筆の署名の積み重ねが
政治を変える力になる

第４回看護部会
2015年10月29日㈭
10：30〜15：30
県民会館　第５会議室

13：00〜14：00まで、
看護指導監との懇談を行
いますので、各支部から
の参加をお願いします。
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女
性
部
バ
ス
ツ
ア
ー

女性部

加茂水族館前で記念撮影
ゆ
っ
た
り
、
浮
か
ぶ

「
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
」

田
ん
ぼ
の
中
に
立
つ「
お
し
ん
の
生
家
」

女
性
部
バ
ス
ツ
ア
ー

ス
タ
ジ
オ
セ
デ
ィ
ッ
ク
庄
内
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
と
加
茂
水
族
館山形

今年の県医労女性部バスツ
アーは山形。９月12～13日、
７支部・本部27名（家族含
み）が参加しました。１日目は
「おしん」や「おくりびと」、
｢十三人の刺客｣などが撮影
された「スタジオセディック
庄内オープンセット」を見学。
２日目はクラゲで有名な加
茂水族館を見学しました。

周辺一帯が宿場町の風景。小物も映画で
見覚えあるものばかり。

時代劇でよく見かける桶

武家屋敷の中。殿様が座るお座敷

このバスで各エリアを移
動

おぬし
なかなか
やるな！

クラゲ
ソフト



5

青年部

（写真右上）
班ごとに仲良く夕食交流

（写真左上）
岩手県は浴衣で「さんさ」
を披露（夜祭り）

（写真下）
岩手の参加者全員集合！

Let's enjoy ふくしま ACT!!

　８月21日～ 23日、第18回日本医労連全国青年交流集会（全
国アクトインサマー）が福島・磐梯熱海を中心に開催され、全
国から493名が参加し、３日間さまざまな企画を通して「絆」
を深めました。岩手からは28名、県医労からは５名が参加し
ました。参加した方の感想を紹介します。

素晴らしい仲間と
出会えた３日間

素晴らしい仲間と
出会えた３日間

　今回、初めて全国アクトに参加しました。今までは、日本医労連
というものがあることも知りませんでしたが、今回アクトに参加し

て、労働組合の活動や大切さを知ることができました。また、アクトを
通して全国には同じ医労連として多くの仲間がいることを知りました。全国

各地から集まった仲間と３日間過ごし、お互いに交流できたことは、とても貴重な経験となりまし
た。とくに夜祭りでは各ブロックを越えて、みんなで盛り上がり、住んでいる地域は違うけれど、
同じ医療・介護・福祉の現場で働く仲間として団結してひとつになれた気がしました。こんなにも
多くの仲間がいて、支えられていることを実感しました。
　一人ひとりが平和な社会や、働きやすい職場づくりについて真剣に考えていることは、これから
の社会で仕事をしていく上でとても心強いと思いました。
　３日間とても楽しく過ごすことができ、素晴らしい仲間と出会い、たくさんのことを経験するこ
とができました。全国アクトに参加して良かったです。これからもこのような活動を通して、医労
連の一員として積極的に取り組んでいきたいと思います。

釜石支部　○○○○　
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一
関
で
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
２
９
，３
７
６

人
が
来
場
し
た
そ
う
で
す
。
来

年
も
あ
る
そ
う
で
す
。
み
な
さ

ん
、ど
う
ぞ
来
て
み
て
下
さ
い
。

南
光
支
部
　
さ
ん
ま
祭
り

　

　

　

８
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
ま

し
た
。
夏
休
み
は
分
割
で
「
ち

ま
ち
ま
」。
ど
こ
に
行
く
あ
て

も
な
く
、
病
院
通
い
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
り
ま
し
た
。�

中
央
支
部
　
イ
カ
大
王
様

　

　

　

９
月
号
の
「
フ
ー
セ
ン
お
ば

さ
ん
」
の
お
話
し
に
感
激
し
ま

し
た
。
と
て
も
ス
テ
キ
な
ダ

ン
ナ
様
で
す
ね
。
そ
ん
な
人

に
早
く
め
ぐ
り
会
え
な
い
か

な
ぁ
ー
。中

央
支
部
　
も
ち
も
ち

　

　

　

毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

　

昨
年
５
月
、
日

本
医
労
連
の
Ｉ
Ｌ

Ｏ
視
察
団
の
一

員
と
し
て
、
ド
イ

ツ
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事

務
局
を
訪
問
し
た

時
の
こ
と
。
部
門

別
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ビ
ィ
ス
コ
ー
氏
と

の
懇
談
で
、
氏
は
「
人
手
不
足

を
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
で
補
う
悪

循
環
は
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
は
っ
き
り
と
述
べ

た
▼
私
た
ち
医
療
従
事
者
が
、

患
者
に
安
全
・
安
心
の
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
自
分
た

ち
が
健
康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
間
ら

し
い
生
活
を
自
分
た
ち
が
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現

実
は
遠
く
か
け
離
れ
て
い
る
▼

毎
年
10
月
末
に
は
、
退
勤
時
間

調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、「
30

分
以
下
の
超
勤
は
書
い
て
い
な

い
」「
昼
休
み
は
ご
は
ん
を
食

べ
る
だ
け
。
昼
の
超
勤
は
書
い

は
、
日
曜
夜
の
鉄
腕
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

を
見
る
こ
と
。
福
島
の
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
村
の
畑
や
動
物
た
ち
の
姿
が

癒
し
だ
っ
た
ん
で
す
が
…
。
今

は
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
島
の
開
拓
が
楽

し
み
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
村
い
つ
か
ま

た
見
た
い
で
す
が
、
厳
し
い
で

す
ね
。

磐
井
支
部
　
ベ
ガ

　

　

　

９
月
初
め
に
保
育
園
の
運
動

会
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
に
緊
張
し
て
泣
き
そ
う
な

２
歳
児
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
太

鼓
を
見
せ
て
く
れ
た
４
歳
児
。

２
人
の
成
長
を
楽
し
く
み
さ
せ

て
も
ら
っ
た
１
日
で
し
た
♡

大
東
支
部
　
お
月
見

　

　

　

食
欲
の
秋
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
果
物
や
野
菜
、
ご
は
ん

等
、美
味
し
い
食
べ
物
ば
か
り
。

過
ご
し
や
す
く
な
り
、
睡
眠
の

秋
で
も
あ
り
ま
す
。
体
脂
肪
と

減
塩
、
炭
水
化
物
の
取
り
す
ぎ

な
ど
日
々
注
意
し
て
元
気
に
働

き
た
い
な
ー
!!

遠
野
支
部
　
小
春
日
和

て
い
な
い
」
等
の
声
が
き
か
れ

る
。
労
働
者
と
し
て
、
労
働
力

の
対
価
と
し
て
、
超
過
勤
務
は

正
確
に
請
求
し
て
ほ
し
い
。
超

過
勤
務
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

は
、
自
分
の
能
力
が
な
い
か
ら

で
は
な
い
。
患
者
の
重
症
化
・

高
齢
化
、
医
療
技
術
の
進
歩
も

あ
り
、
業
務
量
は
増
加
し
て
い

る
の
だ
。そ
の
こ
と
を
認
識
し
、

自
分
の
労
働
力
を
安
売
り
せ
ず

自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
▼
日
本
医
労
連
の
夜
勤
改

善
・
大
幅
増
員
署
名
は
３
年
計

画
の
３
年
目
。
ぜ
ひ
、
署
名
活

動
を
通
し
て
、
医
療
現
場
の
現

実
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
て

ほ
し
い
。
住
民
の
多
く
は
、
切

実
な
現
場
の
訴
え
に
共
感
し
、

ね
ぎ
ら
い
や
励
ま
し
の
言
葉
さ

え
か
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
自

分
た
ち
か
ら
、
情
報
を
発
信

し
、
世
論
を
動
か
し
て
い
く
こ

と
が
、
増
員
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
大
変
な
今
の
職
場
を
改
善

す
る
た
め
、
み
ん
な
で
声
を
出

し
、
行
動
し
よ
う
。�

（
ひ
）

８
月
号
パ
ズ
ル

８
月
号
パ
ズ
ル

　

８
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
８
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

鼻
曲
が
り
土
偶（
久
慈
支

部
）、
Ｔ
氏（
二
戸
支
部
）、

ハ
ル
ち
ゃ
ん
、
扇
風
機（
以

上
、
一
戸
支
部
）、
ぴ
か
り
ん
、

ま
ん
ぼ
う
、
イ
カ
大
王
様（
以

上
、
中
央
支
部
）、
小
春
日

和（
遠
野
支
部
）、
し
お
か
う

（
南
光
支
部
）、
は
な
ち
ゃ
ん

（
大
船
渡
支
部
）



県医労新聞８月号掲載記事に誤りが
ありましたので、下記のとおり訂正し、
お詫びいたします。 

３ページ１段目19行目

（誤）遠野支部　９月中央病院へ１名行
く。
↓

（正）遠野支部　９月中央病院から中部
病院へ１名行く。

お詫び 

10月の予定
１日（木）	 県医労女性部長会議（水産会館）
３日（土）〜４日（日）
	 いの健第10回東北セミナー	in	岩手（紅葉館）
10日（土）	 県医労第154回中央委員会（エスポワールいわて）
17日（土）〜18日（日）
	 日本医労連第47回全国精神交流集会（石川県）
22日（木）	 いのちまもる10・22国民集会（日比谷野音）
24日（土）	 県医労青年部長・書記長会議（ホテル紫苑）
24日（土）〜25日（日）
	 県医労フレッシュセミナー（ホテル紫苑）
31日（土）〜１日（日）
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）

県医労中央決起集会県医労中央決起集会
秋年末闘争要求実現秋年末闘争要求実現

盛岡市勤労福祉会館盛岡市勤労福祉会館盛岡市勤労福祉会館

2015年
11月11日㈬
10：30～12：00

2015年
11月11日㈬
10：30～12：00

11月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

10
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

５日（木）	 15秋闘回答指定日
６日（金）	 日本医労連１５秋闘要求実現産業別全国統一行動
６日（金）〜７日（土）
	 県医労職制組合員集会
７日（土）	 岩手県民集会「みんなの要求実現集会」（仮）（公会堂大ホール）
11日（水）	 県医労秋年末闘争要求実現中央決起集会（勤労福祉会館）
	 県医労拡大支部長会議
12日（木）		 全労連「秋季年末闘争中央行動・中央集会」
12日（木）〜13日（金）
	 日本医労連対政府中央行動・政府交渉・国会議員要請
14日（土）〜15日（日）
	 日本医労連東北地方協院内保育所学習交流	in	山形
15日（日）	 地域医療の充実を求める岩手県集会（清温荘）
21日（土）		 第60回はたらく女性の岩手県集会（勤労福祉会館）
22日（日）〜23日（月）
	 日本医労連東北地方協・精神病院労組交流集会（花巻）
28日（土）	 第５回地域医療を守る運動全国交流集会（東京）
28日（土）〜29日（日）
	 県医労青年部中央交流会（福島）


